
平成 29年 10月現在

香川県広域スポーツセンター 

 第 15号 （平成 29年 11月発行）

新たに２つの総合型地域スポーツクラブが設立しました！
平成２９年４月１日にＮＰＯ法人カマタマーレスポーツクラブ
が、同年７月１日に小豆島スポーティーズが、新たに県内
総合型クラブとして動きはじめました。

香川県内総合型地域
スポーツクラブ
育成状況

ＮＰＯ法人カマタマーレスポーツクラブ
Ｈ29年 4月 1日～＠高松市木太町

　Ｈ18年にカマタマーレ讃岐の運営法人として
設立。Ｈ20年から総合型クラブを目指して地道に
活動を進めてきました。現在、高松大学・高松短期
大学地域連携センター内に事務所を置き、木太町
にスタジオを構えています。ソフトテニス、卓球
をはじめ、キッズバレエやリトミック、体操教室
など、10種目以上の教室を展開しています。

http://www.kamatamare-npo.jp/

小豆島スポーティーズ
Ｈ29年 7月 1日～＠土庄町



香川県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の
取り組み （平成29年2月～9月）

「一億総スポーツ社会」「一億総スポーツ社会」

②総合型地域スポーツクラブの質的充実②総合型地域スポーツクラブの質的充実

スポーツで

理解できるまで
丁寧に教えて
いただきました。

会では、事業・決算報告について承認を得た後、H29～ H30年度の役員改選が行われました。
また、参加者より、各クラブが取り組んでいる事業等について紹介・案内がありました。

平成29年度総会・研修会
平成29年7月28日（金）18：30～ 21：00

総
修会では、「集客力アップ！クラブでできる広報術」
と題して、コピーライターの経歴を持つ神田真奈美

氏を招き、日頃ご自身のクラブで取り組まれている広報術に
ついて講演いただきました。
参加者はノートパソコンを持参し、神田氏のアドバイスを受
けながら、実際にwordでチラシを作成しました。「１枚のチラ
シにつき書体は２つまで」「文字数が多くなるときは段組みを
活用する」など、今後のチラシ作成に役立つ情報の他、著作権
の問題などリスク対策の観点からもお話いただきました。

　平成28年に、香川県で試験的に行われた遍路道ウォーク
を、四国４県に拡大して実施。参加者約630名が約65のグ
ループに分かれて、同日同時刻に一斉に四国の遍路道を歩き
ました。各県総合型クラブからも多数の参加があり、サイク
リング（ポタリング）で遍路道を回ったクラブもありました。

　日本体育協会が年２回発行する情報誌
「Ｓｐｏｒｔｓ Ｊａｐａｎ」に、香川県総合
型クラブ連絡協議会が主催する「スロー
ジョギング体験会」が掲載されました。
総合型クラブ紹介ページに、連絡協議会と
して取り上げていただくのは、全国初です。

※スロージョギングは、(一社)日本スロージョギ
ング協会の登録商標です。

研

「Sports Japan」Vol.32に、 スロージョギング体験会 が掲載されました！

一日一斉おもてなし遍路道ウォーク2017
平成29年2月26日（日）

講師：神田 真奈美 氏
（徳島県鳴門市／一般社団法人NICE クラブマネジャー）



スポーツ基本計画 策定！
平成29年度～33年度（５年間）

「一億総スポーツ社会」「一億総スポーツ社会」「一億総スポーツ社会」「一億総スポーツ社会」

②総合型地域スポーツクラブの質的充実②総合型地域スポーツクラブの質的充実②総合型地域スポーツクラブの質的充実②総合型地域スポーツクラブの質的充実

目指すは・・・

～スポーツが変える。未来を創る。Enjoy Sports,Enjoy Life ～

３．国際競技力の向上に向けた強力で持続可能な人材育成や環境整備
４．クリーンでフェアなスポーツの推進によるスポーツの価値の向上

１．スポーツを「する」「みる」「ささえる」スポーツ参画人口の拡大と、
　  そのための人材育成・場の充実
（１）スポーツ参画人口の拡大
（２）スポーツ環境の基盤となる「人材」と「場」の充実

２．スポーツを通じた活力があり絆の強い社会の実現
（１）スポーツを通じた共生社会等の実現
（２）スポーツを通じた経済・地域の活性化
（３）スポーツを通じた国際社会の調和ある発展

具体的施策
・クラブ数：3,586クラブ
→全市区町村の80.8％がクラブ育成済み
・会員数：約130万人以上

（※上記２項目は、いずれもH27年８月現在）
・自己財源率50％以下のクラブ：43.5％

（※H27年度現在）
・総合型クラブの認知度：31.4％

（※H24年度現在）
・新規創設クラブ数の減少→支援内容の変化
・クラブ支援団体の役割分担、連携体制の構築

現状と課題

4つの施策

①「人生」が変わる　　②「社会」を変える

第２期

スポーツでスポーツでスポーツで

③「世界」とつながる　④「未来」を創る

　住民が種目を超えてスポーツを「する」「ささえる」仕組みとして、総合型クラブが持続的に地域
スポーツの担い手としての役割を果たしていくため、クラブ数の量的拡大から質的な充実により
重点を移して施策を推進する。

公益的な取り組みの促進を図るため、総合型クラ
ブの登録・認証制度等の枠組みを策定。

広域スポーツセンターを含めた支援主体の役割
分担を明確化し、支援体制を再構築。

②各都道府県レベルで中間支援組織を整備

H27年度：0→H33年度：47都道府県

H27年度：0→H33年度：47都道府県
参考：http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop01/list/1372413.htm

①認証・登録等の制度を整備



パラリンピックの歴史と東京2020大会
東京2020大会

パラリンピック教育

いま知っておきたい！

「地域スポーツクラブへの
障がい者スポーツ導入 ガイドブック」

2017年6月23日（金） オリンピックデーに、
総合型クラブのPRキャンペーンを行いました！

香川県では…

　1948年、ルードウィッヒ・グッドマン博士提唱の
もと、ロンドン郊外の病院でアーチェリーの競技会
を開催した事がはじまりと言われています。
　目的は、第二次世界大戦で負傷した兵士のリハビ
リでしたが、次第に競技志向が強まっていきました。

●期日：2020年8月25日(火) ～ 9月6日(日)
●開催種目：22種目
●開催会場：20ヶ所

　国際オリンピック
委員会では、学校教育
を通じて子ども達に
パラリンピックの魅
力を伝えるため「I’m 
POSSIBLE」という教
材を開発しています。

　H26年度に文科省委託事業を
受け、日本レクリエーション協会
が作成したガイドブックです。全
国９ヶ所の総合型クラブの取り
組み事例が読めます。下のURL
からダウンロードも可能です。
参考：
http://www.recreation.or.jp/business/
sports/possibility/club4all/

　さらスポーツクラブでは、健常者・障がい者関係な
く楽しめる運動会を、年１回開催しています。
DISPORT・キラキラうたづでは、障がい者スポーツ
が複数体験できる体験会を開催しています。

　ＳＣ全国ネットワークの取り組みとして、ＳＮＳ（ソーシャル・ネット
ワーキング・サービス）を活用した総合型クラブのＰＲが行われました。
　フェイスブックやツイッターなどのＳＮＳを活用しているクラブが、
＃（ハッシュタグ）と呼ばれる機能を活用して、各クラブの活動を広く周
知しようというキャンペーンです。

　香川県でも「うどん県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会」のページ
で協力を呼びかけました。
　ＳＮＳをお持ちの方は「＃総合型地域スポーツクラブ」で検索を！

参考：
https://tokyo2020.jp/jp/get-involved/educati
on/teaching-material/iampossible/

2000年シドニー大会以降、オリンピック開
催国は、オリンピック終了後にパラリン
ピックを開催する事になりました。

参考：
https://tokyo2020.jp/jp/games/about/paralympic/

パラリンピックとは、
「もうひとつの（Parallel）オリンピック」
の略称です。


